
最初は誰がお客さんになるか喧嘩になりましたが、「順番」に気付きお客さん、押す人、引っ張る

人に分かれて遊び始めました。駅に着くと自然と役を交代して繰り返し楽しんでいました。 

室内環境を見直したからこそ生まれた友だちとの関わり、「待つ」という事。子ども達の「今」に気

付くこともでき、私たちも子ども達から学んだことが多くありました。 

これからも子ども達の成長する姿を楽しみにしながら、友だちとの関わりや遊びに繋がる環境作り

を目指していきたいと思います。 

 子どもから学ぶこと R5.9.12 

 
今の子ども達の遊びや興味、関心事は何か

今一度目を向けて取り組んだ室内環境。 

もも組保育室では粗大遊び（体を動かす遊

び）を取り入れていきました。マットや積み

木、滑り台を使って体を動かして遊ぶ中、積

み木が入っていたダンボールを見つけた２

人。 

行ったり来たりの電車ごっこが始まりまし

た！お客さんと運転手さん、保育士が間に

入りながら「順番」で楽しむうちに、いつの

間にか子どもだけで順番で遊べるよう

に・・・！！ 

２人の楽しそうな様子に気付いたM くん。 

 

３人になるとどうなるかな？ 


